
アセスメントの方法

・障害特性に基づくアセスメント

実践 演習２
4日目 14:50～（90）



ⅰ）氷山モデルについて

ⅱ）課題となる行動の確認

ⅲ）本人の特性を整理する

ⅳ）行動が現れている環境や状況を
整理する

ⅴ）必要なサポートを整理する

具体的な
アセスメントの方法
60分

障害特性に基づくアセスメント
90分

アセスメント
の方法

演習１ 演習２



ⅰ）氷山モデルについて
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行動の背景を知るための「氷山モデル」

氷山の一角
=目に見える部分

目に見える部分だけに対応を
しても問題は解決しない。

水面下に大きな塊がある
=目に見えない部分

目に見えない部分を理解して
アプローチすることで、表面
に出ている問題が小さくなる。



環境・状況本人の特性

課題となっている行動

必要なサポート

氷山モデルシート



課題となっている行動

環境・状況本人の特性

必要なサポート

氷山モデルシート

強度行動障害

強度行動障害は特性と
環境のミスマッチから
生じる

本人の障害特性に合わ
せたサポートを考える

特性と環境のミス
マッチが減り、強
度行動障害が改善
していく



氷山モデルシートと
補足シートの関係

行動チェックシート 特性確認シート 環境確認シート 強み確認シート

支援のアイデア
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行動チェックシート

特性確認シート 環境確認シート

支援のアイデア
強み確認シート

氷山モデルシートと
補足シートの関係

支援
のアイ
デア

特性
確認
シート

強み確認
シート

環境確認
シート

行動チェック
シート


